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にない新しい微量不純物の評価法を提案している。さらに， L S 1 製造工程において導入されるシリ
コン単結晶中の熱処理誘起欠陥に対しでも励起子発光法が有力な評価技術となることを示唆する新し
い実験事実を明らかにしている。このように本論文はシリコン単結晶の励起子発光の基礎および応用
に多大の貢献があり，学位論文として価値ありと認める。
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